
資料３

船橋市文化振興基本方針に係る対象事業の進捗管理表

NO.

1

基本目標Ⅰ気
づき始まる施策
①　気軽に多様
な文化に触れ
ることができる
機会の提供

市民ギャラリー・
茶華道センター
主催事業

文化課(指定
管理)

市民の文化芸術に対する理解を深
め、また文化的な環境の中で生きる
喜びを見出すことを目的として開催す
る。

各種教室事業の実施
（華道の世界・茶道の世界・子供茶道教室・囲碁入門子供教室・日本舞
踊子供教室・外国人対象日本伝統文化体験教室）
①華道の世界は、初心者から経験者までを対象として、四季折々の花材
を使いながら華道の基礎から応用までの技術の習得を目指す。
②茶道の世界は各流派の立ち居振る舞いや茶の点て方など実践的な作
法の習得を目指す。
③囲碁入門教室は、囲碁未経験者を対象に、囲碁の楽しさを教える。
④日本舞踊子供教室は、小中学生を対象に礼儀作法から始まり古典音
楽に合わせて手足の動作などを実践的な技術の習得を目指す。
⑤子供茶道教室（ハッピーサタデー事業）は、小中学生を対象に、楽しい
お稽古から日本文化の素晴らしさ・大切さを学び、また礼儀作法について
も習得させることを目的とする。
⑥日本伝統文化体験教室は、外国人を対象に、日本の伝統文化である
茶道や華道に親しむと共に、茶道・華道の基本的な知識を学び、初歩的
な所作や技能を身につける。
⑦茶室開放日は、茶室を無料開放し、茶室見学、茶会体験を行った。

教室参加
者延べ人
数
【3,000人】

【決算額　6,002,468円】
【指標値実績　3,169人】
①平成31年4月から令和元年9月まで、令和元年10月から令和2年
2月までの年2期として開催。1期当たり10回開催。参加者数761名
②平成31年4月から令和元年9月まで、令和元年10月から令和2年
3月までの年2期として開催。1期当たり10回開催。参加者数1,382
名※3月はコロナウイルス対策のため一部中止
③令和元年8月3回開催。参加者数17名
④令和元年6月～12月までの土曜日　全10回。参加者数58名
⑤令和元年6月～令和2年3月までの第3土曜日　全10回。参加者
数212名※3月はコロナウイルス対策のため中止
⑥令和元年6月～12月までの隔週木曜　全10回。参加者数84名
⑦平成31年4月～令和2年2月までの第2金曜日。全１２回。参加者
数655名※3月はコロナウイルス対策のため中止

【決算額　897,296円】
【指標値実績　184人】
①令和２年10月から令和2年2月までの1期当たり10回開催※12月
末からコロナウイルス対策のため中止（実開催数6回）参加者数184
名
②令和2年度はコロナウイルス対策のため中止
③令和2年度はコロナウイルス対策のため中止
④令和2年度はコロナウイルス対策のため中止
⑤令和2年度はコロナウイルス対策のため中止
⑥令和2年度はコロナウイルス対策のため中止
⑦令和2年度はコロナウイルス対策のため中止

【決算額　4,056,950円】
【指標値実績　1,897人】
①令和3年4月から令和3年9月まで、令和3年10月から令和
4年2月までの年2期として開催。1期当たり10回開催。参加者
数606名
②令和3年4月から令和3年9月まで、令和3年10月から令和
4年3月までの年2期として開催。1期当たり10回開催。参加者
数889名
③令和3年8月3回開催。参加者数9名
④令和3年6月～12月までの土曜日　全10回。参加者数72
名
⑤令和3年6月～令和4年3月までの第3土曜日　全10回。参
加者数142名
⑥令和3年度はコロナウイルス対策のため中止
⑦令和3年4月～令和4年2月の1月を除く毎月第2金曜日
全11回の計画中、4回実施。参加者数179名
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基本目標Ⅰ気
づき始まる施策
①　気軽に多様
な文化に触れ
ることができる
機会の提供

吉澤野球博物
館資料展示室
(企画展/常設展
示入れ替え)

文化課
↓
R3～郷土資
料館

平成27（2015）年に吉澤野球博物館
より譲り受けた約6,300点の貴重な資
料を保存・活用していくため、平成29
（2017）年に船橋アリーナ内に「吉澤
野球博物館資料展示室」を設置。本
市スポーツ総合展示等アドバイザーの
江藤省三氏からの助言や、野球文化
振興のための協定を締結した（公財）
野球殿堂博物館に協力を仰ぎ、展示
室の充実を図っていく。

展示室の認知訴求とプロ・アマ問わず地域の野球文化の振興を図るため、
展示資料の一部入替え、企画展及びワークショップ、講演会等を開催す
る。

講演会（冬
季）参加者
数
【30人】

【決算額　575,756円】
【指標値実績　0人】
開催日
・展示入替：「イチローコーナー」設置　令和元年7月1日（月）～
・企画展
「探究！野球道具の世界～バット・ボール・グラブのひみつ」展
令和2年3月4日（水）～3月22日（日）
※新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため中止
・講演会：「江藤省三の野球小話」
令和2年3月22日（日）/講師：江藤省三　参加者：0人
※新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため中止になったことに
より、講師謝礼が減額となった。

【決算額　 0円】
【指標値実績 0人】
開催日
・展示入替：「オリンピックコーナー」設置　令和3年3月～
※新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため中止
・企画展
「探究！野球道具の世界～バット・ボール・グラブのひみつ」展
令和3年3月
※新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため中止
・講演会：「江藤省三の野球小話」
令和3年3月/講師：江藤省三　参加者：0人
※新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため中止

【決算額　281,527円】
【指標値実績　】
開催日
・展示入替：「オリンピックコーナー」設置　令和3年8月4日(水)
～
・企画展
「探究！野球道具の世界～バット・ボール・グラブのひみつ」展
令和3年8月7日～8月29日
・講演会：「江藤省三の野球小話」
令和4年3月/講師：江藤省三　参加者：0人
※新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため中止
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基本目標Ⅰ気
づき始まる施策
①　気軽に多様
な文化に触れ
ることができる
機会の提供

ロビーコンサート 文化課 平成５年３月、船橋吹奏楽団の木管
五重奏が全日本アンサンブルコンテス
ト（社団法人全日本吹奏楽連盟主催）
で金賞を受賞し,市役所ロビー（現在の
美術コーナー）で記念コンサートを開
催したことがきっかけとなり、同年7月
から始まった。
100回記念となった平成14年12月に
は、ニューフィルハーモニーオーケスト
ラ千葉のコンサートマスター本庄篤子
さんを迎え、ピアノ三重奏曲を演奏し
ていただいた。平成19年6月には150
回を迎え、平成24年1月には第200
回、平成28年7月に第250回を実施
した。

昼の憩いのひとときに、市民及び市職員にさわやかな音楽と安らぎを提供
するとともに、音楽の生演奏に触れることによって音楽文化に関心を持って
もらう機会とするため、月に１回（8月を除く）、市役所１階ロビーで質の高い
音楽の演奏会を実施します。

アンケート
の満足度
【90％以
上】

【決算額　306,989円】
【指標値実績　95.2％】
開催日：毎月第3水曜日(8月を除く)
開催回数：10回
出演者数：10組14人
観覧者数：859人
特記事項：3月のロビーコンサートがコロナウイルス感染症拡
大防止対策のため中止となったことにより、出演者謝礼や調
律代が減額となった。

月１回の開催日が定着し
ていおり、毎回楽しみにし
ているリピーターも多いよう
である。若い演奏家の発
掘であったり、発表の場と
して育成にもつながり、こ
れからもぜひ続けていって
ほしい事業。できればロ
ビーが他の催しと重ならな
いようにしてほしい。今年
はコロナ禍の中ずっと中止
となっており残念。

【決算額　103,535円】
【指標値実績　81.6％】
開催日：毎月第３水曜日（８月を除く）
開催回数：2回
出演者数：2組　5人
観覧者数：99人
特記事項：4月～10月及び1月～3月は新型コロナウイルスの影響で
中止となった。
中止となった出演者には、令和３年度ロビーコンサートに出演してもら
う予定。

【決算額　340,737 円】
【指標値実績　97.5％】
開催日：毎月第３水曜日（８月を除く）
開催回数：10回
出演者数：10組　16人
観覧者数：493人
特記事項：9月のロビーコンサートがコロナウイルス感染症拡大
防止対策のため中止となったことにより、出演者謝礼や調律代
が減額となった。

4

基本目標Ⅰ気
づき始まる施策
①　気軽に多様
な文化に触れ
ることができる
機会の提供

市民ギャラリー・
茶華道センター
主催事業

文化課(指定
管理)

普段茶華道センターに来る機会のな
い人にも、茶華道センターに立ち寄っ
てほしいと企画

スクエア寄席
日本伝統芸能である寄席を楽しむ。

観客数
【1開催
100人】

【決算額　172,800円】
【指標値実績　93名】
第１回令和元年8月3日（土） 参加者数93名
出演者　真打　桂やまと
※3月はコロナウイルス対策のため中止

【決算額　 0　円】
【指標値実績 0名　】令和2年度はコロナウイルス対策のため中止

【決算額　68,000円】
【指標値実績　68名】
第１回令和3年8月28日（土） 参加者数32名
出演者 真打　柳家小八
第2回令和4年3月3日（木）参加者数36名
出演者 真打　柳亭こみち
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基本目標Ⅰ気
づき始まる施策
①　気軽に多様
な文化に触れ
ることができる
機会の提供

ふなばし市民活
動フェア

市民協働課 市民活動団体が日々の活動内容を
紹介することにより、これからボラン
ティア活動を始めたい人が、市内の市
民活動団体について知ることができる
きっかけを提供するイベントとして、平
成２０年度より開催している。

地域へ第一歩を踏み出そうとする方々などに対して、市民活動やボラン
ティア活動など様々な社会貢献活動に参画するきっかけの場を提供する
ためのイベントを実施している。

当日来場
者数
【600人】

【決算額　188,200円】
【指標値実績 当日来場者数約600人】
第12回ふなばし市民活動フェア　～来て、見て、参加～
・開催日時 令和２年2月１日（土）　11：00～16：00
・参加団体数　50団体
・内容　市民活動団体によるパネル展示、ブースでの活動紹介　など

郷土資料館のガイドボラン
ティアや文化財・史跡巡り
の観光ガイドボランティアを
市民活動として作れない
だろうか。

【決算額 0円】
【指標値実績　】

※感染症感染拡大防止を目的に中止

【決算額　357,700円】
【指標値実績　動画再生回数2,670回】
第13回ふなばし市民活動フェア　～ネットでつなぐ市民の輪～
・開催日時 令和3年12月１日（水）～12日（日）
・参加団体数　45団体
・内容　市民活動団体によるパネル展示、PR動画等の公開、
そのほかオンライン企画　など

6

基本目標Ⅰ気
づき始まる施策
①　気軽に多様
な文化に触れ
ることができる
機会の提供

ふなばし健やか
プラン21推進事
業

健康政策課 平成17年3月、健康増進法第8条に
基づく市町村健康増進計画として、
「ふなばし健やかプラン21」を策定。
市民の健康づくりがどのように行われ、
広がったかを、市民・行政で共有し、
評価するとともに、今後の推進につい
て検討する「推進評価委員会」、市民
の健康づくりを市民の立場から推進す
る「市民運動推進会議」、健康づくりの
ために必要な環境や支援を検討する
「庁内推進委員会」の3つの組織をつく
り、計画の推進を図っている。

運動・スポーツに関するイベントや講座の開催をはじめ、市民が主体的に
健康づくりに取り組めるよう、ふなばし健やかプラン21を推進する。

健康まつり
来場者数
【7,000人】
健康フォー
ラム参加者
数【71人】

【決算額　4,985,162円】
【指標値実績　健康まつり来場者数6,000人、健康フォーラム参加者
145人】
①「ふなばし健康まつり」
開催日：令和元年11月3日（日）
会場：船橋市運動公園
ブース出展：39団体
ステージ出演：10団体
地産地消コーナー・模擬店：11団体
②「健康フォーラム」
開催日：令和2年1月18日（土）
会場：船橋市役所
テーマ：スッキリと目覚めましたか？～睡眠について知っていてほしい
こと～
講師：公益財団法人神経研究所　精神神経科学センター
　　　　センター長　髙橋　清久

【決算額　576,600円】
【指標値実績　健康フォーラム参加者数（動画視聴回数）延べ444
回】
①「ふなばし健康まつり」【中止】
新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止。
②「健康フォーラム」【動画配信】
開催日：令和3年3月15日（月）～
テーマ：みんなで目指そう健康寿命の延伸～withコロナ時代の健康
づくりのポイント～
講師：
・千葉大学客員教授　矢島鉄也　氏
・ふなばし健やかプラン21推進評価委員会　会長　亀田義人　氏

【決算額　177,600 円】
【指標値実績　健康フォーラム参加者数63人】
①「ふなばし健康まつり」【中止】
新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止。
②「健康フォーラム」
「地域がいきいき みんなで延ばそう健康寿命～心身の状態に
応じた体操の効果～」
会場：宮本公民館 講堂
実施日：令和４年３月５日
(第１部)
講演「認知症の予防講座～認知症の理解～」
講師：明治安田生命
(第２部)
講演「運動機能、認知機能の低下を防ぐ運動習慣づくりについ
て考える」
講師：NHKテレビ・ラジオ体操指導者　多胡 肇 氏

R3協議会から特記事項R2事業実績R1事業実績 R1協議会から特記事項 R2協議会から特記事項 R3事業実績基本目標 事業名 担当課 事業概要開催経緯等 指標値

指標値は平成２９年度の来場者数とする。

事業を適切に評価をできる指標値として、イベントの参加者

数に変更した。
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基本目標Ⅰ気
づき始まる施策
①　気軽に多様
な文化に触れ
ることができる
機会の提供

社会教育バス 社会教育課 社会教育バスは、昭和４８年より、主
に社会教育関係団体の研修に利用さ
れており、平成２６年１０月には、市の
所有するバスを廃車し、以後、民間の
バスを借り上げて運行をしている。

市の社会教育施設や市内の社会教育関係団体を対象として、組織的な
社会教育活動を援助するため、「動く教室」として運行している。

運行台数
【160台】

【決算額　10,862,950円】
【指標値実績　126台】
運行率　 　49％
利用者数　4,856人

【決算額　 0円】
【指標値実績　0台】
※R2年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、実施しなかっ
た。

【決算額　　0円】
【指標値実績　0台】
※R3年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、実施しな
かった。
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基本目標Ⅰ気
づき始まる施策
②　効果的に情
報発信する仕
組みの構築

船橋市生涯学
習ガイドブック
「楽しく学ぼうふ
なばし」

社会教育課 船橋市等が行っている、市民を対象と
した生涯学習機会の情報を知る手だ
てがなかった為、平成11年度以来、
社会教育課でとりまとめ１冊の冊子に
まとめている。

船橋市等が行っている市民を対象とした生涯学習事業をまとめた冊子を
年３回発行し、ホームページにも掲載することで、自主的に「何かを学びた
い」「体験したい」という要求に応えることを目的としている。

事業掲載
数
【2,350事
業】

【決算額 0円】
【指標値実績　1729事業】
第58号（平成31年4月～7月）   505事業掲載
第59号（令和元年8月～11月）　686事業掲載
第60号（令和元年12月～3月）　538事業掲載

【決算額 0 円】
【指標値実績　754事業】
第61号（令和2年4月～7月）   500事業掲載
第63号（令和2年12月～3月）　254事業掲載
※第62号は掲載数が大幅に減少したため、発行中止とした。

【決算額 0円】
【指標値実績　1,191事業】
第64号（令和3年4月～7月）   352事業掲載
第65号（令和3年8月～11月）　421事業掲載
第66号（令和3年12月～3月）　418事業掲載
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基本目標Ⅰ気
づき始まる施策
②　効果的に情
報発信する仕
組みの構築

魅力発見サイト
FUNABASHI
Style

広報課 平成28年3月のホームページ再構築
に伴い、既存の市ホームページに混
在していた、船橋の魅力を市内外に
発信するコンテンツのみを独立させ、
新ホームページを設置した。

「食べる」「見る」「遊ぶ」等の船橋の魅力を市内外に発信する。 市の情報を
ホームペー
ジで入手し
ている人の
割合(市民
意識調査)
【18％】

【決算額 0円】
【指標値実績 20.1%】
「ふなばし市民まつり」や「ふなばし三番瀬海浜公園の潮干狩り」など
船橋の魅力を31記事作成し、公開した。

【決算額　0円】
【指標値実績25.8％】
「船橋市デジタルミュージアム」や「船橋の海苔」など船橋の魅力を31
記事作成し、公開した。

【決算額　　0円】
【指標値実績　27.0％】
「取掛西貝塚 国史跡指定」や「船橋のキウイ」など船橋の魅力
を32記事作成し、公開した。
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基本目標Ⅰ気
づき始まる施策
②　効果的に情
報発信する仕
組みの構築

ロケーションガイ
ド　ふなばし撮ぉ
りゃんせ
↓
ふなばしロケー
ションズ「ふなロ
ケ」

商工振興課 これまで各施設が行ってきた撮影対
応を広報課に一元化して平成27年5
月に事業開始し、同時にＷＥＢサイトを
設置した。令和3年度から、「ロケー
ションガイド　ふなばし撮ぉりゃんせ」か
ら、ふなばしロケーションズ「ふなロケ」
に事業名を変更した。

船橋市内にある様々な魅力的なロケーションを活用し、テレビドラマや映画
等の撮影に提供することで、シビックプライドを醸成するとともに、施設を有
効活用し、当該施設に関わる市職員や市民のモチベーションを高めること
を目的とする。

利用件数
【26件】

【決算額 0円】
【指標値実績 71件】
映画『Fukushima 50』やドラマ『監察医 朝顔』などの撮影支援を行っ
た。

【決算額　 　0円】
【指標値実績　47件】
ドラマ「BG～身辺警護人～」や『俺の家の話』などの撮影支援を行っ
た。

【決算額　　0円】
【指標値実績　32件】
日本テレビ『THE突破ファイル』、BS-TBS『氷室想介の事件
簿』などの撮影支援を行った。
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基本目標Ⅰ気
づき始まる施策
②　効果的に情
報発信する仕
組みの構築

文化イベント情
報紙
「BUNBUN
Funabashi.」

文化課

文化振興基本方針で掲げている重点
プロジェクトの一環として、市内の文化
施設がそれぞれ発信していた情報を
まとめ、よりわかりやすい情報紙を作
成する。

市内の各文化施設が発信していた情報をひとつにまとめたWeb版フリー
ペーパー「BUNBUN Funabashi.」を年6回発行する。

ホームペー
ジ閲覧件

数
【月500件】

【決算額　0円】
【指標値実績　7,040件】
2カ月に1度のペースで発行。市内文化施設に若干数紙媒体で配布
した。
公民館での掲示はA3サイズで行っており、これ以上のサイズでの印
刷は印刷機の都合上現時点では難しい。

公民館でのイベントカレン
ダーの掲示は小さいので、
分割印刷をしてA2サイズ
にできないだろうか。

【決算額　0円】
【指標値実績　9,740件】
2カ月に1度のペースで発行。市内文化施設に若干数紙媒体で配布
した。
新型コロナウイルスの影響により、ほとんどのイベントが掲載できなかっ
たが、コロナ禍で各施設が取り組んだ内容を中心に作成し、発行する
ことができた。

一目でホールや郷土資料
館、博物館,ギャラリーなど
のイベントがわかるのでとて
も重宝している。

【決算額　0円】
【指標値実績 12,885件】
2カ月に1度のペースで発行。市内文化施設に若干数紙媒体
で配布した。令和2年度に引き続き、イベントカレンダー形式で
はなく、各施設ごとのイベント案内とした。

12

基本目標Ⅱ学
び楽しむ施策①
文化活動に主
体的に取り組む
ための環境の整
備と充実

船橋市文学賞/
文学講座

文化課 市民の日常的な文学活動の活性化を
通して、豊かな市民生活の創造に資
することを目的とし、昭和６３年に創
設。

船橋市における文芸活動の振興を図るため、小説・児童文学・詩・短歌・
俳句の各部門の作品を公募し、特に優れた作品を選奨（文学賞、佳作を
選考）する。
また、授賞式と懇談会を開催して選者と受賞者の交流の場を設けており、
文学賞、佳作を受賞した作品は、「船橋市文学賞作品集」として編纂し、
有償頒布している。
船橋市文学賞選者により、一部門ごとに毎年度、講座（講習）を実施し、
船橋市文学賞への募集への一助としている。

応募作品
数
【150作品】

①文学賞・文学講座　【決算額　　2,676,751円】
【指標値実績　168作品】
【応募期間】　　６月１５日(土）～９月３０日（月）
【応募作品】168作品（小説28、児童文学15、詩86、短歌16、俳句
23）             【受賞】文学賞5　佳作10
②文学講座（児童文学部門：角野栄子氏）
【開催日】6月6日(木）14時～16時
【会場】中央公民館
【参加人数】35名

①文学賞・文学講座　【決算額　2,580,089円】
【指標値実績　138作品】
【応募期間】　　６月１５日(月）～９月３０日（水）
【応募作品】138作品（小説42、児童文学26、詩32、短歌15、俳句
23）             【受賞】文学賞4　佳作10
②文学講座（詩部門：中谷順子氏）
新型コロナウイルス感染症拡大防止対策により、中止となった。

【決算額　2,491,821円】
【指標値実績　148作品】
【応募期間】　　６月１５日(火）～９月３０日（木）
【応募作品】148作品（小説39、児童文学28、詩44、短歌
17、俳句20）
【受賞】文学賞4　佳作13
②文学講座（詩部門：中谷順子氏）
【開催日】6月3日、10日、17日(木）14時～16時
【会場】中央公民館
【参加人数】20名

事業目的と成果目標がよ
り具体的に周知されても良
いのではないか。
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基本目標Ⅱ学
び楽しむ施策①
文化活動に主
体的に取り組む
ための環境の整
備と充実

図書館主催事
業

西図書館 平成２５年１月に策定した「船橋市図
書館サービス推進計画」では、市民の
読書機会を提供する施設として、その
機能やサービス体制の充実を図り、ま
た、地域の情報拠点として、市民の
「読みたい・調べたい・学びたい」に応
える図書館を目指すとしている。
図書館では、多様なテーマによる図書
展示や図書館講座、子供の読書活動
を推進するためのおはなし会や読み
聞かせ、西図書館が所蔵する浮世絵
や古地図などの貴重資料を展示する
「船橋市図書館所蔵資料展」等、
様々な主催事業を開催している。
さらに、平成２８年度からは船橋市立
医療センターと連携した医療講演会・
相談会を開催しているほか、平成29
年度からは１歳６か月児健康診査を
受診した子供を対象とした「セカンド
ブック事業」を新たに開始するなど、幅
広い世代を対象とした事業や関係機
関との連携強化を図る事業を実施し
ている。

「船橋市図書館サービス推進計画」で掲げる、市民の「読みたい・調べた
い・学びたい」に応える図書館を目指し、各種事業を実施することで、地域
の課題解決への貢献、市民への多様な学習機会の提供、関係機関との
連携強化の推進等に取り組む。

参加者数
【15,000
人】

【決算額　387,500円】
【指標値実績　16,974人】

実績については別紙のとおり

特記事項：2月から新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため
事業が中止となったことにより、参加者数が前年度に比べて減となっ
た。

【決算額　 30,000円】
【指標値実績　979人】

実績については別紙のとおり

特記事項：11月1日から12月25日の期間を除き、新型コロナウイル
ス感染症拡大防止対策のため事業が中止となったことにより、参加者
数が前年度に比べて大幅減となった。

【決算額　　 円】
【指標値実績　】
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基本目標Ⅱ学
び楽しむ施策①
文化活動に主
体的に取り組む
ための環境の整
備と充実

各種芸術文化
事業の主催及び
共催【船橋市三
曲祭】

文化課 昭和53年箏・三絃・尺八の愛好家に
より、邦楽の普及を目的として船橋市
三曲協会が結成され、以後毎年三曲
祭を開催している。（平成29年度第
40回）
また、共催事業として、伝統文化を身
近に感じてもらうため公民館にて箏・
三絃・尺八による芸術劇場を実施。

伝統的な邦楽器として最も一般的な楽器である箏・三絃（三味線）・尺八
からなる三曲を市民が鑑賞し親しんでもらうとともに、愛好者に発表の場を
設けることで芸術文化の振興に寄与する。

来場者数
【300人】

【決算額　90,720円】
【指標値実績　710人】
令和元年6月2日（日曜日）
13時30分開演（13時開場）　～　17時15分終演
出演：船橋市三曲協会員、市立船橋高等学校吹奏楽部ほか
入場料：無料
参加者：145人
主催：船橋市三曲協会、船橋市教育委員会

【決算額 0円】
【指標値実績　0】
令和2年6月7日（日曜日）
13時00分開演～17時00分終演
新型コロナウイルスの感染拡大防止の理由により、中止となった。

【決算額　0円】
【指標値実績　0】
令和3年6月6日（日曜日）
13時30分開演～17時15分終演
新型コロナウイルスの感染拡大防止の理由により、中止となっ
た。
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基本目標Ⅱ学
び楽しむ施策①
文化活動に主
体的に取り組む
ための環境の整
備と充実

各種芸術文化
事業の主催及び
共催【船橋市日
舞祭】

文化課 昭和３８年に日本舞踊各流派からなる
船橋市日本舞踊連盟が設立され、市
と両主催により毎年「船橋市日舞祭」
を実施している。

日本伝統文化である日本舞踊の発表の場を設けることにより、団体の活動
支援及び育成を図るとともに、日本舞踊の継承及び芸術文化の振興を図
る。

来場者数
【300人】

【決算額　　3,047,520円（市予算48,000円/船橋市日本舞踊連盟
3,000,000円）】
【指標値実績　800人】
開催日：令和元年７月７日（日）
参加人数：44人
主催：船橋市日本舞踊連盟、船橋市教育委員会

【決算額 0円】
【指標値実績　0】
令和2年7月5日（日曜日）
12時30分開演（12時00分開場）　～　17時30分終演
新型コロナウイルスの感染拡大防止の理由により、中止となった。

【決算額　　 円（市予算50,400円/船橋市日本舞踊連盟
3,000,000円）】
【指標値実績　600人】
開催日：令和３年７月４日（日）
参加人数：50人
主催：船橋市日本舞踊連盟、船橋市教育委員会



資料３

NO.
R3協議会から特記事項R2事業実績R1事業実績 R1協議会から特記事項 R2協議会から特記事項 R3事業実績基本目標 事業名 担当課 事業概要開催経緯等 指標値
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基本目標Ⅱ学
び楽しむ施策①
文化活動に主
体的に取り組む
ための環境の整
備と充実

各種芸術文化
事業の主催及び
共催【船橋市い
けばな展】

文化課 市主催のいけばな展が契機となり、昭
和53年に各流派合同で船橋市社会
教育関係団体－全市団体として船橋
市華道連盟が設立され、以後「いけば
な展」「初春船橋華道展」毎年開催。
また、同連盟により船橋アリーナサブ
アリーナエントランス及び飛ノ台史跡公
園博物館に毎月生け花が無償で展示
されている。

華道を学ぶ方の発表の場とするとともに市民が鑑賞し親しむことで、日本
の伝統文化である華道を伝承し、芸術文化の振興に寄与する。

出瓶者数/
来場者数
【230人
/2,100人】

【決算額　　1,118,604円(市予算：1,063,920円/船橋市華道連盟
負担金：149,904円）※収入（出瓶料・体験学習花材費）208,000
円】
【指標値実績　208人(前期：92名、後期：111名、通期：5
名)/1,781人　（前期：645名、後期：1,136名）】
会期：令和元年10月1日（火）～10月6日（日）午前10時～午後6時
30分（前期　10月1日（火）～10月3日（木）10月3日は、午後3時ま
で/後期　10月4日（金）～10月6日（日）10月6日は、午後5時まで
会場：船橋市民ギャラリー

【決算額 0円】
【指標値実績　0】
会期：令和2年9月29日（火）～10月4日（日）
会場：船橋市民ギャラリー
新型コロナウイルスの感染拡大防止の理由により、中止となった。

【決算額 0円】
【指標値実績　0】
会期：令和3 年9 月28 日（⽕）〜10 月3 日（日）
会場：船橋市民ギャラリー
新型コロナウイルスの感染拡大防止の理由により、中止となっ
た。

地域の公共ホール自主事
業時、ホワイエを展示機会
として提供し、市民の文化
活動に触れてもらう機会創
出を図っている地域があり
ます。いけばな＝市民ギャ
ラリー…からの脱却など一
考してはいかがでしょう
か？
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基本目標Ⅱ学
び楽しむ施策①
文化活動に主
体的に取り組む
ための環境の整
備と充実

各種芸術文化
事業の主催及び
共催【船橋市合
唱祭】

文化課 昭和30年に中央公民館（S30.11.1開
館）の落成記念として開催され、前身
となる連絡協議会が設立された。その
後昭和59年（創立30周年）に「船橋
市合唱連盟」となる。
以降年１回教育委員会主催により連
盟加盟団体だけでなく小中学校合唱
部などを招待し、出演してもらうなど交
流を図っている。

広く市民に合唱の楽しさを紹介し、音楽活動振興の一助とすると共に合唱
団体相互の交流を図る。

来場者数
【450人】

【決算額　212,934円】
【指標値実績　455人】
・令和元年12月1日（日曜日）
 10時開演（9時40分開場）　～　18時終演
・出演：船橋市合唱連盟会員、市内小中学校ほか
・入場料：無料
・参加者：1,085人
・主催：船橋市合唱連盟、船橋市教育委員会

いま合唱団はコロナ禍の中
で歌うこともできず、練習
は中止状態が続いており、
これが続けばますます合
唱人口の減少が懸念され
る。各団の努力ではどうに
もならない所まで来ている
と感じる。この先コロナ禍で
の合唱はどうすべきか検
討されたい。

【決算額 0円】
【指標値実績　0】
令和2年12月6日（日曜日）
新型コロナウイルスの感染拡大防止の理由により、中止となった。

度重なる緊急事態宣言や
まん延防止措置により、団
の活動を休止していたり、
練習を午後に変えたため
仕事を持つ人が参加でき
なくなったりしている。一番
飛沫の飛ぶ活動なので仕
方ないが、益々合唱人口
が減ってしまいそうで心配
である。

【決算額　135,300円】
【指標値実績　238人】
・令和3年12月5日（日曜日）
 10時開演（9時30分開場）
・出演：船橋市合唱連盟会員
・入場料：無料
・参加者：463人
・主催：船橋市合唱連盟、船橋市教育委員会

やはり心配したとおり活動
休止や解散した合唱団が
多く参加者が半分以下に
なってしまった。

18

基本目標Ⅱ学
び楽しむ施策①
文化活動に主
体的に取り組む
ための環境の整
備と充実

各種芸術文化
事業の主催及び
共催【船橋市写
真展】

文化課 市主催の写真展が契機となり、昭和
58年に船橋市社会教育関係団体（全
市団体）として船橋市写真連盟が設
立され、以後「船橋市写真展」「会員
展」を毎年開催。

写真を学ぶ方の発表の場とするとともに、地域の写真文化の普及向上に
貢献することに寄与する。

来場者数
【1,200人】

【決算額　922,158円(市予算：633,264円/船橋市写真連盟負担
金：32,794円）※収入（出品料）256,100円】
【指標値実績　　　1,079人】
会期：令和2年2月15日（土）～2月23日（日）
表彰式・解説会：2月23日（日曜日）
※新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため、解説会は中止
会場：船橋市民ギャラリー
出品点数　436点/　出品者数　212点/　入賞者数　45人
主催：船橋市写真連盟、船橋市教育委員会

【決算額 194,552円】
【指標値実績　2698回(視聴回数)】
コロナウイルス感染症対策のため、市民ギャラリーでの展覧会に代
え、プリント応募コンテスト及び市HPで作品を公開するWeb展覧会とし
た。
Web公開：令和3年2月22日（月）～3月31日（水） 市HPで部門別の
作品動画（スライドショー形式）をYoutubeにて公開
出品点数  352点/　出品者数　202点/　入賞者数　38人
入賞作品展：令和3年4月19日（月）～23日（金）市役所1階美術
コーナーで入賞作品を展示
主催：船橋市写真連盟、船橋市教育委員会

【決算額 1,561,000円】
【指標値実績　1,558回(視聴回数)】
コロナウイルス感染症対策のため、市民ギャラリーでの展覧会
に代え、プリント応募コンテスト及び市HPで作品を公開するWeb
展覧会とした。
Web公開：令和4年2月14日～3月25日 市HPで部門別の作
品動画（スライドショー形式）をYoutubeにて公開
出品数３１３点（モノクロ単体６５点、カラー単体１６２点
組写真６４点、写真集２２点）
入賞作品展：令和4年2月14日～20日市民ギャラリーで入賞
作品を展示
来場者数　２３６名（入賞作品展）
主催：船橋市写真連盟、船橋市教育委員会
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基本目標Ⅱ学
び楽しむ施策①
文化活動に主
体的に取り組む
ための環境の整
備と充実

各種芸術文化
事業の主催及び
共催【船橋市美
術展覧会「市
展」】

文化課 昭和38年より船橋市美術連盟と船橋
市教育委員会の共催により「船橋市
美術展覧会」を毎年開催している。

船橋市美術連盟との共同主催による公募展。日本画・洋画・彫塑・工芸・
書道の5部門に例年約500点の作品が出品される。

出品者数
【400人】

【決算額　1,364,038円(市予算：1,190,782円/船橋市美術連盟負
担金173,256円）※収入（出品料）582,000円】
【指標値実績　468人】
会期：前期　10月30日（水）～11月5日（火）洋画・彫塑/後期　11
月7日（木）～12日（火）日本画・工芸・書道
会場：船橋市民ギャラリー
授賞式・懇親会：11月9日（土）　会場：船橋グランドホテル
入場者数：3,507人
主催：船橋市美術連盟、船橋市教育委員会

【決算額 0円】
【指標値実績　1846回(視聴回数)】
コロナウイルス感染症対策のため、市民ギャラリーでの展覧会に代
え、「バーチャル市展」として市HPで作品を公開するWeb展覧会とし
た。
Web公開：令和2年10月28日（水）～11月30日（月） 市HPで部門別
の作品動画（スライドショー形式）をYoutubeにて公開
出品点数  101点(1人につき1点）
主催：船橋市教育委員会

【決算額　2,191,000円/船橋市美術連盟負担金228,355
円）※収入（出品料）435,000円】
【指標値実績　3,214人】
会期：前期　10月27日～11月2日 洋画・彫塑
後期　11月4日～10日 日本画・工芸・書道
会場：船橋市民ギャラリー
授賞式：11月6日（土）
会場：市民文化創造館（きららホール）
出品数（総計３６９点）
日本画３５点、洋画２０５点、彫塑９点、工芸３９点、書道８１点
入場者数：3,214人
主催：船橋市美術連盟、船橋市教育委員会
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基本目標Ⅱ学
び楽しむ施策①
文化活動に主
体的に取り組む
ための環境の整
備と充実

ふなばし市民ま
つり

商工振興課 昭和43年度より産業まつりを「市内の
商業、工業、農業の優秀な生産品と
観光の現況を広く市民に紹介し、市民
の協力と理解を得ながら実施されてい
くものであり、これらの産業の躍進ぶり
を広く紹介し、商品販路を広げ、産業
の振興を図り、併せて市民生活を向
上させていくものとして」開催するように
なった。平成１５年度より名称を「市民
まつり」として市民主体を目指し、開催
されている。

「さまざまな産業がいきているまち・ふなばし」で学び、働き、暮らす人たち
が力を合わせ、皆で『まつり』をつくり、参加することにより「活気とにぎわいの
あふれるふるさと・ふなばし」を実現するため、ふなばし市民まつりを開催す
る。

来場者数
【733,000
人】

【決算額　　　57,653,175円】
【指標値実績　　636,137人】
開催日:7月26日～28日、31日
①めいど・いん・ふなばし
②ジョイ＆ショッピングフェア
③ふれあいまつり
④船橋港親水公園花火大会

【決算額　 　円】
【指標値実績　-】
令和2年度は東京2020オリンピック・パラリンピック開催延期の影響に
伴い、警察の配置や警備員の確保が難しく、ふなばし市民まつりを安
全に開催するための十分な体制を整えられないことから中止となっ
た。

【決算額　 　円】
【指標値実績　-】
東京2020オリンピック・パラリンピック開催が令和2年度から令
和3年度に延期し、警察の配置や警備員の確保が難しく、ふな
ばし市民まつりを安全に開催するための十分な体制を整えら
れないことや、時期を変更して開催するとしても、市内各地域
の行事との調整、施設の確保等が困難であることに加え、新
型コロナの感染が拡大している影響により中止した。
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基本目標Ⅲ育
みつながる施策
①　子供が文
化に触れ、感動
を得て、楽しむ
ための取組の充
実

楽器貸与事業 指導課 「創意と工夫ある教育」「特色ある学校
づくり」の一環として，昭和５６年度より
開始した。
貸与年数9年を経た楽器については
指導課備品から学校備品へ保管転
換を行っていたが，平成28年度から
は保管転換をせず指導課備品として
扱うこととなった。

音楽科の授業を基盤として，一層充実した音楽活動を展開することによ
り，音楽部員のみならず，全校児童生徒の音楽環境の向上を図る。また，
「創意と工夫ある教育」「特色ある学校づくり」の一環として，地域や学校行
事の中で，生活に根ざした音楽活動を展開することによって，児童生徒に
学校生活の楽しさを味わわせ，情操の涵養を図る。平成30年度の貸与楽
器数は75台であり、今までに2058台の貸与ができている。

貸与希望
校数に対
する貸与率
【100％】

【決算額　17,949,560円】
【指標値実績　　100％】
音楽科の授業の充実した音楽活動を展開することができた。また、今
年度も日本の伝統楽器（箏、太鼓）の購入をすることができ、伝統音
楽の授業に役立たせることができた。令和元年度の貸与楽器数は81
台であり、今までに2139台の貸与ができている。

音楽が盛んな街にするに
は、まず子供たちから音楽
を好きになってもらい、家
庭に広げ、市民全体に広
げていくことが良いと思う。
音楽活動を盛んにするに
も、必要な楽器はとても高
額である。子供たちに演奏
する機会を与えるために
も、学校に楽器を準備して
あげることが必要と考え
る。

【決算額　17,985,770円】
【指標値実績　100％】
音楽科の授業の充実した音楽活動を展開することができた。また、今
年度も日本の伝統楽器（箏、尺八）の購入をすることができ、伝統音
楽の授業に役立たせることができた。令和2年度の貸与楽器数は60
台であり、今までに2201台の貸与ができている。

【決算額　　0円】
【指標値実績　0％】
コロナ禍等で財政状況が大変厳しく、予算が付かなかったた
め。今後を見据え、修繕して使用できるようになる楽器を活用
できるよう、令和３年度は市内全校の楽器の過不足数と楽器
の状況の調査を行った。

楽器提供の事業は、各自
治体でも増え始めていま
す。
再開を期待しています。
また、この機会に日本の伝
統楽器の追加も検討され
てはいかがでしょうか？
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基本目標Ⅲ育
みつながる施策
①　子供が文
化に触れ、感動
を得て、楽しむ
ための取組の充
実

造形作品展 指導課 絵画を中心とした平面作品は、巡回
展、夢・アート展等で発表していたが、
立体作品の発表の場がなかった。中
学校美術部会では、独自に中学校美
術科作品展を勤労市民センター等で
開催していた。平成5年２月に船橋市
民ギャラリーがオープンしたのをきっか
けに、小中学校合同の造形作品展と
なった。平成６年度、小中学校が統一
した展覧会名「船橋市小・中・養護学
校造形作品展－子供たちの色・形・
夢－」として行った。

絵画作品を中心とした展示や発表の場は各種コンクールを中心に極めて
多いが、立体表現の発表の場は少ないことから、立体造形の表現力の育
成も重視していかなければならない。そこで、市内小・中・特別支援学校の
児童生徒の立体作品の展示の場を設け、立体作品の教材や題材につい
ての研究の機会とする。また、児童生徒の造形意欲や鑑賞力の向上を目
指しながら、船橋市の図画工作・美術教育の一層の充実を図っていく。

来場者数
【7,500人】

【決算額　282,040円】
【指標値実績　8,100人】
小・中・特別支援学校の児童・生徒が参加し、児童・生徒の立体的な
作品を中心に、３，６６７点を展示した。来館者は年々増加し、船橋の
子供たちの豊かな造形表現を示す価値ある展覧会として定着してい
る。令和元年度の入場者数は8,100人。
・造形作品展については、保護者のみならず、市民の関心が高く、
小・中学生の発達段階に応じた創造的な表現に触れ、「子供たちの
作品の完成度に驚いた。発想が独創的な作品もあり思った以上に楽
しめました」等の市民からの感想が届いている。

【決算額　 0円】
【指標値実績　0人】
本年度は新型コロナ感染症拡大防止のため市民ギャラリーでの開催
を中止とし、オンラインによる開催となった。
開催期間:令和3年2月19日～3月31日
閲覧数:約7000回

【決算額　　0 円】
【指標値実績　0人】
本年度も新型コロナ感染症拡大防止のため市民ギャラリーで
の開催を中止とし、オンラインによる開催となった。個々の作品
を見やすくするために特設サイトによる実施をした。
開催期間:令和４年３月1日～3月31日

16の「いけばな展」と同様
の提案
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基本目標Ⅲ育
みつながる施策
①　子供が文
化に触れ、感動
を得て、楽しむ
ための取組の充
実

夢・アート展 指導課 船橋市内の公立小・中・特別支援学
校の児童生徒が、図工・美術の授業
の中で取り組んだ代表作品（各学校６
～８点）を展示する。この催しは、昭和
４０年代の「小・中学校写生会・巡回
展」を発展させたものであり、平成５年
度に現在の名称「夢・アート展」に変更
し、平成11年度まで「船橋市民ギャラ
リー」で開催。平成１２年度からは、会
場を「アンデルセン公園子ども美術
館」に移し開催。

児童生徒の夢や願いを多様な平面作品に表すことを通して、豊かな情操
を養うとともに創造的表現力の伸長を図る。
各校の作品展と夢・アート展を通して、児童生徒の鑑賞力の向上と指導者
の作品評価及び指導法の改善に資する。

来場者数
【5,000人】

【決算額　210,007円】
【指標値実績　4,713人】
令和元年度は、８月２日から２２日まで２１日間アンデルセン公園子ど
も美術館で開催。令和元年度出品作品577点。来館者数4,713名
（前年度5,156名）で４４３名減。
①立体的な作品や額からはみ出ている作品は作品保護の観点から
巡回に耐えられないと判断し当該校に返却している。しかし、現在ほ
とんどの学校が平面的な作品を制作している。
②研修会の実施方法として、小学校では講師と講師補助の二人体
制として二つのグループに分けて実施し、図工主任の解説⇒参加者
の意見⇒講師講評という形で進めている。中学校においても同様の
進め方を行っている。
③巡回展については、今後も作品の紛失や破損がないよう十分配慮
した企画・運営にする。

【決算額　 　0円】
【指標値実績　0人】
本年度は新型コロナ感染症感染拡大防止のため開催中止となった。

【決算額　　211,569 円】
【指標値実績　4,982人】
令和3年7月22日～8月5日で開催した。
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基本目標Ⅲ育
みつながる施策
①　子供が文
化に触れ、感動
を得て、楽しむ
ための取組の充
実

小・中学校音楽
教育合唱委託
事業

指導課 小中学校合唱発表会は令和元年度
で第33回を迎える。昭和62年から発
表会の中でプロの合唱団による鑑賞
会を実施している。

プロの演奏の鑑賞の機会を設けることにより，その素晴らしさを感受させ，
情操教育の充実を図る。

公演数
【30分公演
×2回】

【決算額　942,857円】
【指標値実績　30分公演×２回】
小中学校合唱発表会で午前の部と午後の部の２回、公演をお願い
し、参加校の出演児童生徒の情操教育や発声やハーモニーなどの
技術の充実を図ることができた。
開催日：11月14日(土)
参加者数：約1,110人
入場者数：約1,200人

小・中学校の合唱技術の
向上のためには、プロの素
晴らしい合唱を鑑賞するこ
とはとても大切である。これ
からも続けてほしい。

【決算額　 0円】
【指標値実績　評価不能】
新型コロナウイルス感染症対策で小中学校合唱発表会を中止とした
ため。

【決算額　0円】
【指標値実績　評価不能】
新型コロナウイルス感染症対策で小中学校合唱発表会を中
止としたため。
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基本目標Ⅲ育
みつながる施策
①　子供が文
化に触れ、感動
を得て、楽しむ
ための取組の充
実

学校音楽鑑賞
事業

指導課 昭和58年度から実施している。開催
費用の1/3は県の補助を受け，2/3を
市の負担で支出している。保護者の
負担はない。
平成15年より文化課から指導課の事
業となった。

小中学生の情操の涵養を図るため，優れた音楽を鑑賞する機会を提供
し，もって芸術活動への参加の気運を醸成する。

実施校数
【9校】

【決算額　4,640,000円】
【指標値実績　8校】
プロのオーケストラである千葉交響楽団を各学校に招き演奏していた
だくことで、音楽の楽しさ、素晴らしさ、楽器の知識・理解を深めること
につなげることができた。特別支援学校での実施も行うことができた。

この機会にしかオーケスト
ラを聴けない児童生徒も
いる。全小・中学校・支援
学校83校すべてを9年間
で回ってほしいが、できな
ければ校数を増やして実
施してほしい。それもでき
なければ部活でオーケスト
ラや吹奏楽等がなく、楽器
を見る機会のない学校を
優先してあげたい。楽器を
知るには生で見て聴くのが
一番である。

【決算額　4,736,000円】
【指標値実績　8公演（5校）】
プロのオーケストラである千葉交響楽団を各学校に招き演奏していた
だくことで、音楽の楽しさ、素晴らしさ、楽器の知識・理解を深めること
につなげることができた。新型コロナウイルス感染症対策により３校か
ら辞退の申し入れがあったが、その分を大規模校である３校に分け、
密を避けて実施することができた。

【決算額　4,736,000円】
【指標値実績　8公演(8校)】
プロのオーケストラである千葉交響楽団を各学校に招き演奏し
ていただくことで、音楽の楽しさ、素晴らしさ、楽器の知識・理解
を深めることにつなげることができた。なお、今年度は、新型コ
ロナウイルス感染症対策により9校中1校から辞退の申し入れ
があった。
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基本目標Ⅲ育
みつながる施策
①　子供が文
化に触れ、感動
を得て、楽しむ
ための取組の充
実

小・中・特別支
援学校書写展
覧会

指導課 千教研書写部会・中学校国語部会の
協力を得て、各学校において校内書
写展覧会を実施した上で、各学校の
各学年1点（小学校6点、中学校3
点、特別支援学校9点）の書写作品
を、市民ギャラリーにおいて展示してい
る。・小学校１・２年生は硬筆作品、３
年以上、及び中学校が毛筆の作品、
原則として、授業で学習した教材が望
ましいとしている。平成１０年度から１８
年度まで総合教育センターで行ってい
たが、平成１９年度より市民ギャラリー
を会場としている。

国語科書写指導の一環として展覧会を行い、書写に対する意欲の高揚と
技術の向上を図る。

来場者数
【2,000人】

【決算額　340,000円】
【指標値実績　約1,773名　】
開催日：令和2年１月１5日（水）～１月２0日（月）
会場：船橋市民ギャラリー
来場者：１,773人

【決算額　243,542　円】
【指標値実績　0名　】
新型コロナウイルス感染症拡大により、市民ギャラリーでの開催中止。
三賞（市長賞・市議会議長賞・教育長賞）受賞の6作品のみ、本庁舎
１階ロビーにて展示。
展示期間：令和3年2月15日（月）～19日（金）

【決算額　371,629円】
【指標値実績 約1,565名】
開催日：令和4年１月１8日（火）～1月23日（日）
会場：船橋市民ギャラリー
来場者：１,565人
感染症拡大予防対策を講じた上で、通常開催することができ
た。
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基本目標Ⅲ育み
つながる施策①
子供が文化に触
れ、感動を得て、
楽しむための取組
の充実

船橋市文化部活動
指導員派遣事業

指導課 国が平成２９年４月に部活動指導員の制度
化を行い、その後、県のモデル事業を経て、
各市町村での実施が可能となった。船橋市
では、平成３１年度から運動部活動指導員の
派遣を、令和２年度から文化部活動指導員
の派遣を開始した。

中学校の文化部活動に所属している生徒への専門的な指導や教職員の働き方改革を
行うため、学校教育法施行規則第７８条の２に基づき「中学校におけるスポーツ、文化
科学等に関する教育活動（学校の教育課程として行われるものを除く）に係る技術的な
指導に従事する」部活動指導員を学校の職員として配置する。

派遣指導
員数【10
人】
中学校数
の3/1以上

【決算額　682,955円（市予算：284,955円/教育費県補助金：
398,000円）】
【指標値実績　6人】
※国・県・市（部活動指導員の報酬を１／３ずつ負担する）※交通費
等は除く
配置校・人数（部活動名）
・宮本中学校・２人（管弦楽部・筝曲部）
・海神中学校・２人（吹奏楽部・合唱部）
・三山中学校・１人（吹奏楽部）
・若松中学校・1人（吹奏楽部）

中学校の部活動は教師に
とってもかなり負担になって
いる。特にコンクールを目
指すような部活ではプロの
専門的な指導が必要であ
る。正しい基礎を身に着け
るには正しい指導が必要
で、生徒の将来にも影響が
ある。

【決算額　1,347,167円】
【指標値実績　9名】
コロナ禍で、部活動の制限がある中、指導員の派遣人数や勤
務時間を増やすことができた。

配置校・人数（部活動名）
・宮本中学校・２人（管弦楽部・筝曲部）
・海神中学校・３人（吹奏楽部・合唱部、華道部）
・三山中学校・１人（吹奏楽部）
・若松中学校・1人（吹奏楽部）
・前原中学校・1人（管弦楽部）
・飯山満中学校・1人（合唱部）

専門性が高く優れた指導
員を学校に派遣すること
は、非常に重要な事業。
指導員の質が大事なの
で、指導方法の評価を行う
などしてよりよい指導員を
育成するなどの方策も取ら
れていると、長期的な成果
が期待されると思う。
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基本目標Ⅲ育
みつながる施策
①　子供が文
化に触れ、感動
を得て、楽しむ
ための取組の充
実

姉妹都市等交
流事業

国際交流課 昭和61年11月7日に本市にとって最
初の姉妹都市提携をアメリカ・ヘイワー
ド市と結び、デンマーク・オーデンセ市
(平成元年4月6日)、中国・西安市(平
成6年11月2日)とそれぞれ姉妹・友
好都市提携を結んできた。これらの提
携に基づいてテーマ毎の交流を行っ
ている。

船橋市民を中心に広く国際交流親善についての理解と関心を高め、か
つ、積極的に地域に根ざした各種交流事業を行うことを目的とする。

参加人数
【500人】

【決算額　3,998,949円】
【指標値実績　979人】
特記事項：西安市との友好都市提携25周年に関する記念事業も
行った。（※R1年度はオーデンセ市との姉妹都市提携30周年でも
あったが、オーデンセ市の来日が叶わなかったため、記念事業につい
ては西安市のみ行った。）

姉妹都市との交流事業だ
けでなく、音楽・美術・文芸
その他の記念行事にも関
心を寄せてほしい。船橋で
も美術展やコンサートに国
際的な記念事業は多く開
催されている。　そのような
時に交流協会にも是非協
力してほしい。

【決算額　 　36,960円】
【指標値実績　86人】
特記事項１
船橋市国際交流協会のR２年度新規事業として「船橋&ヘイワード姉
妹都市バーチャル交流会」（無料）を実施した。
（２回　参加者合計86人）

特記事項２
新型コロナウイルスの影響で、その他に計画していた交流事業をすべ
て中止したため、R２決算額は、例年、姉妹都市交流関係者へ送付し
ているグリーティングカード代のみ。

R2年11月から「船橋・ヘイ
ワードバーチャル交流会」
を隔月で開催している。9
月11日に開催される第5
回交流会では、船橋・ヘイ
ワード両市長の対談を予定
している。11月の第6回交
流会では姉妹商工会議所
である船橋・ヘイワード会議
所の両会頭の対談を企画
している。

【決算額　1,528,254円】
【指標値実績　500人】
特記事項１
ヘイワード市姉妹都市提携３５周年記念事業
①記念式典【250人】
・インターナショナルフェスティバルに併せて実施
・ヘイワード市長もオンラインで参加、ふなばしシャッフルの演
奏など
②食べようヘイワード
③記念写真展
④記念誌の発行

特記事項2
「船橋&ヘイワード姉妹都市バーチャル交流会」（無料）を実施
【5回　250人】

R2年11月から「船橋・ヘイ
ワードバーチャル交流会」
を隔月で開催している。R4
年3月には「短期語学研
修」でヘイワードに留学した
高校生に体験談を語って
もらった。7月には「カル
フォルニアワイン講座」を実
施。10月8日には「船橋・
ヘイワード両市の環境問
題」について、第9回になる
11月20日には「船橋・ヘイ
ワード両会議所友好35周
年記念イベント」を企画して
いる。
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基本目標Ⅲ育
みつながる施策
②　市民が主
体的に文化に
関わりつながり
を持てる仕組み
の構築

ハッピーサタデー
事業

青少年課 完全学校５日制実施に伴い、自宅で
過ごす子供たちの活動場所の提供と
して事業が始まる。

原則毎月第３土曜日を「ふなばしハッピーサタデー」の日として、市内２６公
民館が地域の団体、町会・自治会、学校と連携を図りながら、子供たちが
スポーツや文化活動に親しむことを目的に、様々な事業を実施している。

延べ参加
者数
【70,000
人】

【決算額　2,796,528 円】
【指標値実績　31,752人】
開催回数：251回
特記事項：台風や新型コロナウイルスの影響で、開催できない事業が
あった。3月の子どもまつり等、参加人数の多い事業が中止になった
ため、参加人数が例年より少なくなっている。

【決算額　 618,363円】
【指標値実績　598人】
開催回数：29回
特記事項：新型コロナウィルス感染拡大防止のため、事業を中止（４
月～１０月、１月～３月）したため、参加者が大幅に減った。

【決算額　　2,025,633円】
【指標値実績　5202人　】
開催回数：198回
特記事項：新型コロナウイルスの感染拡大の防止に努めながら
事業を実施したため、令和2年度に比べ事業参加者事業数が
大幅に増加した。



資料３

NO.
R3協議会から特記事項R2事業実績R1事業実績 R1協議会から特記事項 R2協議会から特記事項 R3事業実績基本目標 事業名 担当課 事業概要開催経緯等 指標値
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基本目標Ⅲ育
みつながる施策
②　市民が主
体的に文化に
関わりつながり
を持てる仕組み
の構築

障害者週間記
念事業（作品
展）

障害福祉課 障害者基本法第9条に基づく、障害者
週間を記念して、障害者週間記念事
業を開催している。本事業では、障害
者が製作した作品の展示等を行う。

障害者週間を記念して、市民に障害者福祉についての関心と理解の向上
とともに、障害者自身が社会参加する意欲を高めるために啓発事業を実
施する。

来場者数
【2,000人】

【決算額1,175,133円】
【指標値実績　3,939人】
開催日：令和元年１１月22日・23日
開催場所：ららぽーと中央広場

【決算額1,220,295円】
【指標値実績　2,746人】
開催日：令和2年１１月13日・14日
開催場所：ららぽーと中央広場

【決算額　820,984円】
【指標値実績　2,039人】
開催日：令和3年11月12日・13日
開催場所：ららぽーと東の広場

今は多様性を尊重する時
代であり、障害のある人た
ちも活躍できる社会をめざ
さなければいけない。重点
プログラムの「アートでつな
がるまちふなばし」の取組
の一環でもある。
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基本目標Ⅲ育
みつながる施策
②　市民が主
体的に文化に
関わりつながり
を持てる仕組み
の構築

文化団体意見
交換会

文化課 平成28年度に「文化振興基本方針」
の策定にあたり、市民より意見を聴取
するため、「子供・青少年に対する取
組」をテーマに社会教育関係団体に
登録のある文化団体による意見交換
会が開催された。そこで、各団体の情
報の共有や意見交換の場が必要であ
るとの共通認識を持ったことから、継
続的に文化団体の意見交換会を実
施し、文化振興の体制づくりを推進す
ることとした。

意見交換会を通じて、文化団体間の連携・協力を推進し、市民が主体と
なって本市の文化振興を図る一助とする。

参加団体
数【25団
体】

【決算額　　　　　0円】
【指標値実績　14団体】
出席者 18名
開催日時 令和2年1月23日(木)
開催場所 船橋市役所11階 大会議室

【決算額　 　０円】
【指標値実績　‐】
新型コロナウイルスの影響により開催を見合わせた。

【決算額　　０円】
【指標値実績　12団体】
出席者 16名
開催日時 令和4年5月30日(月)
開催場所 船橋市役所11階 大会議室

文化活動の多様化、団体
構成員の高齢化など、
様々な問題を抱える文化
団体からの意見は、「基本
方針」とも深くリンクすると
考えられ、共有の機会を持
たれてもよいのではないで
しょうか。

市の姿勢として常に市民か
らの意見を聴くことは大事
です。第二次船橋市文化
振興基本方針の資料編の
４，アンケート調査結果と
課題分析のⅡ、課題分析
（１）課題の整理に出てるよ
うな問題点を市民と共に少
しづつでも解決できればい
いなと思います。
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基本目標Ⅲ育
みつながる施策
②　市民が主
体的に文化に
関わりつながり
を持てる仕組み
の構築

生涯学習サポー
ト事業

社会教育課 自主的に「何かを学びたい、体験した
い」と思っている人と、自分の技能や
知識をボランティアとして生かしたいと
思っている人とを結び付け、生涯学習
の機会を増加させるため、平成１３年
度より開始した。

自分の技能や知識をボランティアとして活かしたいと思っている方を講師と
して登録し、市民からの利用申請を受け付け、講師との日程調整等の講
座実施に向けた事務を行う。

登録者数
【65人】

【決算額　0円】
【指標値実績　51人】
講座実施件数 　4件
講座参加人数　57人

【決算額　 0円】
【指標値実績　54人】
講座実施件数 　1件
講座参加人数　14人

【決算額　 0円】
【指標値実績　53人】
講座実施件数 　1件
講座参加人数　 5人
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基本目標Ⅲ育
みつながる施策
②　市民が主
体的に文化に
関わりつながり
を持てる仕組み
の構築

市民主体の国際
交流支援事業、
相互理解促進

国際交流課 市民を中心に草の根で国際交流親善
を図るとともに、外国人住民との相互
理解が深まるような事業を協会と協力
して実施している。

市民主体の国際交流促進と、市内に住む人同士の相互理解を深めるた
め、インターナショナルフェスティバル、日本語ひろば、国際理解セミナー、
文化交流事業などを行う。

参加人数
【900人】

【決算額　948,217円】
【指標値実績　6,237人】
特記事項：国際交流協会主催（市も共催）のインターナショナルフェ
スティバルについては、アンデルセン公園の無料開放デーに合わせて
開催したため、参加人数が5,000人となっている。R2.2中旬以降、新
型コロナウイルスの影響で国際交流協会事業は中止となった。

【決算額　 　5,000円】
【指標値実績　なし】
R２年度は新型コロナウイルスの影響により国際交流協会の活動は大
きな制約を受けたが、日本語ひろばは令和元年度参加者の一部を対
象にオンラインによる事業を開設するための試行を行った。

R3年は船橋・ヘイワード姉
妹都市提携35周年である
ため10月24日にアンデル
セン公園で開催されるイン
ターナショナルフェスティバ
ルで記念事業が行われる
予定。

【指標値実績　5170人】
特記事項１
インターナショナルフェスティバル2021、カーネーション＆ひま
わりフェア【5000人】
アンデルセン公園にて実施

特記事項2
日本語教室、日本語ひろば等【170人】

R4年10月23日にインター
ナショナルフェスティバルを
アンデルセン公園にて実施
予定。船橋市国際交流協
会設立35周年イベントを同
日同会場にて開催予定。

現在は市内に住む外国人
も多い。多様な人たちが、
誰ひとり取り残されず、活
躍できる社会を目指さなけ
ればいけない。人権や教
育はもちろんですが、文化
においても交流し尊重する
ことが大事です。SDGｓにも
通じる理念です。
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基本目標Ⅳ活
かし伝える施策
①　船橋の文
化に関するアー
カイブを作成

ふなばし市民力
発見サイト

市民協働課 様々な知識、経験や技能を持つ個人
の情報を収集、発信することを目的に
平成２７年３月に開設。同年１０月に、
それまで市民活動団体の情報を収
集・蓄積していた「ふなばし市民活動
情報ネット」を統合し、現在は個人及
び団体の情報が掲載されている。

市内において、様々な知識、経験、技能等を持つ、若しくは公益的な活動
を行う個人又は団体に関する情報を、市が収集・蓄積し、インターネットを
介して提供することにより、市民力の活性化を目指す。発見サイトに登録す
ると、登録者（団体）にＩＤとパスワードが付与され、団体の概要やイベントの
告知、会員の募集等の記事の掲載や、団体のホームページへのリンクを
貼ることにより、サイト内で情報発信ができる。

年度末登
録件数
【622件】

【決算額1,984,300円】
【指標値実績 年度末登録件数　620件】

インターネットを活用した情報発信のツールを提供することにより、地
域の情報を可視化することができた。

【決算額1,947,000円】
【指標値実績 年度末登録件数　605件】

インターネットを活用した情報発信のツールを提供することにより、地
域の情報を可視化することができた。

【決算額2,571,800円】
【指標値実績　年度末登録件数　599件】

インターネットを活用した情報発信のツールを提供することによ
り、地域の情報を可視化することができた。
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基本目標Ⅳ活
かし伝える施策
②　地域の伝
統文化の保護・
継承

取掛西貝塚保
存事業・海老ヶ
作貝塚整理調
査事業

文化課 平成26年に起こった海老ケ作貝塚損
壊事件を受け、重要な遺跡を後世に
伝えるため、開発等に先行して遺跡を
保護する施策に積極的に取り組む。

重要な遺跡を後世へ伝えるため、調査・分析・研究を行って遺跡の価値を
明らかにし、市・県・国指定史跡化を積極的に図り、開発等に先行して保
護する。

普及事業
回数
【5回】

【決算額　32,004千円】（取掛西貝塚保存事業のみ）
【指標値実績　27回】
遺跡見学会・体験発掘4回（参加者総数581人）・講師派遣等22回
（参加者総数1,116人）

【決算額　 21,899,104円】（取掛西貝塚保存事業のみ）
【指標値実績　0回】
新型コロナウイルスの影響により、講演会も中止せざるを得なかった。

【決算額　3,382,637円】（取掛西貝塚保存事業のみ）
【指標値実績　11回】
取掛西貝塚講演会1回（参加者総数145人）・遺跡見学会１
回（参加総数270人)、講師派遣等9回（参加者総数303人）
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基本目標Ⅳ活
かし伝える施策
②　地域の伝
統文化の保護・
継承

埋蔵文化財保
護事業

文化課 文化財保護法に基づき、遺跡内で計
画された開発等工事と埋蔵文化財保
護の調整を行い、適切に埋蔵文化財
を保護する。

埋蔵文化財の保護のため、遺跡で開発等工事を計画している事業者と、
可能な限り遺跡を現状で保存するため、遺跡が破壊される範囲が最小限
になるよう、事前に調整・協議を行う。やむを得ず遺跡が破壊される場合
は、発掘調査を実施し、整理・分析を行って報告書を刊行し、記録を後世
に伝える。

発掘調査
件数
【35件】

【決算額　139,664千円】（埋蔵文化財調査費）
【指標値実績　36件】
本調査7件、確認調査28件、確認・本調査1件
報告書刊行6冊

【決算額　 146,755,953円】（埋蔵文化財調査費）
【指標値実績　40件】
本調査11件、確認調査29件
発掘調査報告書刊行７冊

【決算額　183,091,366円】（埋蔵文化財調査費）
【指標値実績　43件】
本調査15件、確認調査28件
発掘調査報告書刊行9冊
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基本目標Ⅳ活
かし伝える施策
②　地域の伝
統文化の保護・
継承

文化財調査事
業

文化課 文化財としての価値等を確認するとと
もに、将来に伝えていくことを目的に記
録保存を行う必要性がある。

指定・未指定文化財を調査し、その内容や歴史を記録する。保存が困難
なものについては、記録保存を行い、後世に資料を残す。保存が可能なも
のについては、指定等を含む保護処置について文化財審議会に諮るため
に、調査を実施し、資料を作成する。

未指定文
化財の調
査件数
【9件】

【決算額　9,800円】
【指標値実績　９件】
市内の神社や無形文化財等（灯明台祭・湊町八劔神社本祭り・印内
八坂神社例祭・二和開墾150周年記念碑、飯山満町八幡神社の神
像等）の内容を調査することができた。

【決算額　 6,809,600　円】（文化財調査諸経費）　　【指標値実績
１件　】
民俗行事のほとんどが中止となり、調査が出来なかった。閉館により
解体が決まった「玉川旅館」については詳細な調査を行い、映像等で
記録保存を行うことができた。

【決算額　　　　0円】
【指標値実績　４件】
市内の神社や無形文化財等（水神祭・八劔神社の陰祭り・三
山のオビシャ・古和釜のマアチ）の内容を調査することができ
た。
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基本目標Ⅳ活
かし伝える施策
②　地域の伝
統文化の保護・
継承

文化財保護事
業

文化課 指定・登録文化財の伝承や維持に、
多額の費用がかかることから、伝承者
や所有者の要望により、維持管理や
修繕などの費用の一部補助を行う。

文化財を保護し、将来へ残すことを目的とし、指定・登録文化財及びその
他の文化財の状況、実態調査結果に基づき、保護についての指導等を行
う。
また、指定・登録文化財へ管理伝承事業、修理等についての補助金を交
付する。

文化財へ
の補助
【32件】

【決算額　2,295千円】
【指標値実績　　31件】
文化財管理伝承費補助金25件
文化財修理等事業補助金6件([灯明台」灯室ガラス修理・西側屋根
修理、「梯子乗りと木遣り歌」梯子等用具購入・鳶口購入、「高根町
神明社の神楽」神楽衣装購入、「石造自休大徳坐像」小堂（祠）屋根
修繕）
神楽伝承者（団体）交流会１回

【決算額　3,150,000 　円】（文化財保護事業費）
【指標値実績　27件】
文化財管理伝承費補助金25件
文化財修理等事業補助金2件(「梯子乗りと木遣り歌」梯子等用具購
入、「二宮神社社殿」社殿屋根補修工事

コロナ禍により地域の伝統
行事などが中止になり、文
化の継承ができなくなるの
が心配である。

【決算額　1,711,050 円】
【指標値実績　25件】
文化財管理伝承費補助金22件
文化財修理等事業補助金3件
(「東葉高等学校正門（旧近藤家住宅長屋門）」瓦修繕工事、
「梯子乗りと木遣り歌」梯子等用具購入、「高根町神明社の神
楽」鼓修繕


